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研究成果の概要（和文）：　本研究は19-20世紀転換期のアメリカ合衆国におけるハイスクール教科「生物学」
の変遷過程を解明するものである。当時用いられていた教科書や実習書，各種史料を用いて研究を行った結果，
さらに発展的学習のための準備から生活のための準備への目的・目標の変化，人体や日常生活との関連の充実，
嗜好品に関する学習の強調等の学習内容の変化，帰納的解剖実験から演繹的実証実験への学習方法の変化等が認
められた。そして，これらの変化の要因は公衆衛生の発展，嗜好品に対する認識，優生学思想の浸透，生物学の
学問的成熟，学会等による報告・提言，大学との関係，生徒のニーズ，学校運営等の側面から解釈された。

研究成果の概要（英文）：　Changes in the aims, objectives, contents of learning, and teaching 
approaches in American high school biology from the late 19th century to the early 20th century were
 examined in this study. Typical textbooks and publications of those days, as well as literature 
concerning historical research of American science education, were used for the analysis. The 
following points of view which characterize each term were identified: a change in learning 
objectives from preparation for more advanced learning to preparation for life; an increase in 
content related to the human body and daily life; a change from inductive anatomical experimentation
 to deductive demonstrative experimentation. These changes were interpreted to have been influenced 
by such factors as development of public health, the spread of eugenic thought, reports and 
recommendations from academic societies, relationships between high schools and universities, 
students' needs, among others.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
教科目の特質やその変化の要因を解明することは，今後の教育の在り方を論じる際の視点を提供し得る。特に
「ほぼ全ての生徒に提供することを前提としてデザインされた中等学校カリキュラムにおける最初の科学授業と
されるアメリカのハイスクール「生物学」は，教科目の変遷論理を考察する格好の素材と云える。これまで，学
校教育制度やカリキュラムの歴史に関する本格的で優れた研究は多数発表されているものの，「生物学」成立初
期の評価は日本のみならず諸外国においても充分でない。そこで，「生物学」の成立初期の歴史的展開を，先行
研究で等閑視されてきた人間生理学領域に焦点を当てて解明し，その変化の要因を様々な背景に基づき解釈し
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

教科目の特質の変化やその要因を解明することは今後の教育の在り方を論じる際の一つの視
点を提供し得る。特に，「ほぼ全ての生徒に提供することを前提としてデザインされた中等学校
カリキュラムにおける最初の科学授業」とされるアメリカのハイスクール「生物学」は，教科
目の変遷論理を考察する格好の素材と云える (日髙・丹沢, 2016) 。 

これまで，アメリカの学校教育制度やカリキュラムの歴史に関する優れた研究は多数発表さ
れており，生物教育史に関してもいくつか見られるが，教科としての「生物学」成立初期の評
価は，日本のみならず諸外国においても充分でない。特に人間生理学に焦点化してその変化を
追った研究は管見の限りない。 

 

２．研究の目的 

以上のような背景の下，本研究では「生物学」の成立初期の歴史的展開を，先行研究で等閑
視されてきた人体の扱いに焦点を当てて解明し，その変化の要因を当時の教育状況や学術的発
達等の様々な背景に基づき歴史的に解釈することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

上述の目的を達成するため以下の手順で分析を行った。 

(1) 19 世紀末葉から 20 世紀初葉にかけての「生物学」の設置率を各種報告書類から徹底的に洗
い出し，当時の「生物学」の設置状況を明らかにした。 

(2) 各時代の教科書・実習書を可能な限り収集し，その構成や学習内容を，特に先行研究で議
論が不十分であった人間生理学領域を中心に分析し，その特質を明らかにした。 

(3) 上記結果を総合的に検討し，「生物学」の変化の過程を明らかにし，当時の社会・科学・教
育・思想等との関わりの中で，その諸要因を解釈した。 

 

４．研究成果 

(1) 「生物学」の設置状況 

 通説としてハイスクール「生物学」の成立は 20 世紀初葉であるとされるが，Stout (1921) に
よるハイスクール教育課程調査を丹念に見てみると，1884 年にミルウォーキーのハイスクール
で第 10 学年への設置が確認された。19 世紀末葉の設置として，その他シカゴのハイスクール
で第 9 学年，ウィルメットのハイスクールで第 10 学年に見られた。Stout (1921) から北中央部
諸州の「生物学」の設置状況を抽出・整理し表 1 を，Holmquist (1922) からミネソタ州のデー
タを抽出・整理し表 2 を作成した。さらに，全米のハイスクールの科学系教科の設置状況を調
査した Hunter (1924) から 1908 年時点で 13% (276 校中 36 校) に「生物学」が設置されていた
ことが分かる。以上より，既に 19 世紀末葉にはハイスクール教科として「生物学」が成立し，
20 世紀以後本格的に拡がり始めたことが分かる。 

 

表 1: 19 世紀後半の北中央部諸州のハイスクールへの「生物学」の設置率(%) 

  年 

教科 
1860-65 1866-70 1871-75 1876-80 1881-85 1886-90 1891-95 1896-1900 

生物学 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 10.0 

 

表 2: 20 世紀初葉のミネソタ州のハイスクールへの「生物学」の設置率(%) 

年 

教科 
1904-05 1914-15 1918-19 1919-20 1920-21 

生物学 0 0 6 9 30 

 

(2)「生物学」の特質 

ハイスクール「植物学」の変遷 (日髙, 2017) と同様，「生物学」の特質の変遷も「ハイスク
ールへの『生物学』の設置率と連動していた」という前提に立ち，表 1 で設置率が 1 割に達し
た 1896-1900 年を転換期 A，表 2 で設置率が 2 桁にまで急増した 1920-21 年を転換期 B とし，
転換期 A より前を bi-15)，この後転換期 B までを bi-2，転換期 B より後を bi-3 とした。 

 

＜特質の変化＞ 

目的論について，知識や概念の理解や獲得を目指す点は bi-1,2 において不変であったが，bi-1

はより高度な学問 (大学) への準備，bi-2 は進学・就職問わずより良い大人への準備を意味し，
準備の質が変化した。bi-1 ではより発展的な学習の基礎としての位置付けにすぎなかった学習
目的が，bi-2 では実生活・実社会に適用し得るためであること，特に生徒の健康や公衆衛生へ



 

 

の応用という実利性や生物学的知識・概念の有用性が学習意義として強く主張されていた。 

学習内容について，教科書の構造的側面で bi-1 は植物学的領域と動物学的領域の 2 分野構成
であったものが，bi-2 ではそれらに人間生理学的領域を加えた 3 分野構成へと変化した。この
大枠に収まる内容として，植物学的領域や動物学的領域は分量が大幅に縮小し，内容も精選さ
れ bi-1 で強調されていた微細な構造に関する内容は減少した。一方，植物学的領域や動物学的
領域におけるヒトとの関わりは明らかに増加し，生活やヒトと関わりの深い動植物を中心に扱
われるよう変化した。bi-2 で新たに加わった人間生理学的領域では食品，消化・吸収，血液循
環，呼吸・排泄，生活習慣，周辺環境等が含まれるが，それだけでなく，bi-1 で全く扱いのな
かった嗜好品や優生学的観点が新たに出現した。 

学習方法について，実験によって学び進めていく手法は変わらなかったが，解剖実験により
帰納的アプローチをとる bi-1 と，主に実証実験中心に演繹的アプローチをとる bi-2 との間で，
その性質は大きく変化した。その他の観点では，シーケンスの問題で bi-2 では季節と学習内容
との一致を求められるようになったこと，レファレンスが明示されるようになったことも方法
に関わる変化と云える。 

なお，本報では bi-1 から bi-2 の時期に限定し，bi-3 は bi-4 の精査が完了したのちに描出する。
また，各期の特質の詳細及びその変遷要因については日髙（2021）を参照されたい。 
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